
 

 

 

 

 

幼稚園での SDGs への取り組み  

                          園長 多比良  由恵  

 

12 月になり、希望の坂には澄んだ空気と青空が広がっています。園庭では子

どもたちが元気にドッヂボールをしたり、草花を集めたお花やさんをしたりして

遊んでいます。  

さて、本園では毎年、『さしあげます』という会を開催しています。「ウチでは

使わないけど、捨てるのがもったいない！」そんなものをドーンと持ち寄り、必

要な方が持って帰る“ハッピーリユース”の場、それが愛育会主催の『さしあげ

ます』です。  

今年も 10 月に、在園児保護者、修了児保護者、地域の皆様にご参加いただき、

盛況の中、行われました。保護者の方からは「もう使わない物がなくなって、家

の中が片付いた」「物をいただけて嬉しい」というお話を伺いました。また、ご

家庭でお子さんが「来年はこれを出そうかなと話していて、SDGs の取り組みだ

と思った」というお話がありました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんも、きっといろいろなところで見聞きされている言葉だと思います。保

護者の方々のお話を聞いて、保護者や地域の皆様の環境への意識の高さを感じ、

まさに SDGs への取り組みであると改めて思いました。  

幼稚園での子どもたちの遊びや生活の中でも、日常的に様々な取り組みがあり

ます。例えば、作って遊ぶ材料として、家庭から持ち寄った空き箱やペーパー芯、

カップなどが大活躍しています。保育室には、「まだつかえるコーナー」や「も

ったいないコーナー」があり子どもたちはまだ使えそうな箱や色画用紙を入れて

います。学級の皆で外に遊びに行くときには電気を消したり、水を出しすぎない

ように気を付けたりしています。ささやかな取り組みですが、まずはできること

からやっています。  

一年の締めくくりの年末に向けて、幼稚園でも子どもたちが自分のロッカーや

靴箱、保育室の大掃除をしていきます。いろいろな場所をピカピカにしながら、

まだ使えそうなものを整理していきたいと思います。ご家庭の大掃除でも、次の

『さしあげます』に出せそうなものを探してみてはいかがでしょうか。  
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〈あきばこコーナー〉  〈もったいないコーナー〉  

 

SDGs とは、持続可能な開発目標のこと、【2015 年 9 月の国連  

サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェン  

ダ」に記載された 2030 年までの国際目標。貧困対策や気候変動、生物多様性、

生物多様性、ジェンダーなど、世界が抱える課題を解決し、持続  

可能な社会をつくるための 17 のゴール・169 のターゲットから  

構成される。―文京区教育指導課資料より―】です。  

 

 

  

〈まだつかえるコーナー〉  


